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第4章  

立川をとりまく都市活動・交通の 

特徴と課題 

 

第２章で整理した社会経済環境の変化、第３章で整理した立川をとりまく都

市活動・交通の実態から明らかとなった特徴と課題を、以下に整理しました。 

 

４－１．立川をとりまく都市活動・交通の特徴 

 

❖  立川をとりまく都市活動の特徴  

 

■ 立川都市圏の構造の特徴 

 

《３層構造、自立性の高い都市圏を形成》                  

立川をとりまく都市活動は３つの階層構造（東京都市圏レベルの広域的な

活動、隣接市を含む自立都市圏における活動、日々の暮らしに必要な活動）

を形成しており、市域を越えた隣接市を含む自立都市圏において、通勤・通

学・買物・通院・娯楽・業務などの様々な活動が圏域内で行われています。 

 

 

 

立川市域 東京都区部方面

神奈川方面

青梅線沿線方面
≪第1層≫
東京都市圏
レベルの

広域的な活動

埼玉方面

山梨方面

≪第2層≫
隣接市を含む
自立都市圏に
おける活動

東大和市・小平市武蔵村山市

昭島市

日野市
国立市・国分寺市

≪第3層≫
日々の暮らしに
必要な活動

３層からなる活動のイメージ図

 
 

図 4-1 ３層からなる活動（概念図） 
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《東京都市圏レベルの広域的な活動（第１層）》                 

 立川都市圏から東京都区部への通勤・通学が行われている一方、埼玉県・

神奈川県や多摩地域から立川都市圏への通勤・通学も多くなってきており、

商業・業務機能が集積している立川都市圏をとりまく都市活動は、広域的に

行われています。 

こうした都市活動は平日の通勤・通学とともに、休日は山梨方面からの買

物客、国営昭和記念公園でのレクリエーション等、その目的は異なるものの、

平日・休日ともに認められます。 

 

 

東京区部

神奈川方面

他多摩地域

埼玉方面

山梨方面 立川都市圏

 

 

図 4-2 東京都市圏レベルの広域的な活動（第 1 層、概念図） 
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《隣接市を含む自立都市圏における活動（第２層）》              

立川市と周辺７市で構成する立川都市圏は、立川駅周辺及び立川基地跡地

の新市街地に多摩の核としての諸機能が集積しており、隣接市からの通勤や

買物等において、東京都区部へ移動しなくても目的を達成することができる

自立性の高い都市圏を形成しています。 

立川都市圏では、立川駅周辺の拠点のみならず昭島駅周辺、国立駅周辺、

玉川上水駅周辺、東大和市駅周辺、若葉町地域周辺など、暮らしを支える地

域拠点も形成されており、買物や娯楽、コミュニティ活動など、日常的な都

市活動が立川都市圏内の地域拠点で行われています。 

立川都市圏は、立川駅周辺の拠点と暮らしを支える地域拠点が相互に補完

し合うことにより、利便性の高い、暮らしやすい都市を形成しています。 

 

 

 

 

 

 

図 4-3  隣接市を含む自立都市圏における活動（第 2 層、概念図） 
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《日々の暮らしに必要な活動（第３層）》                   

日常生活圏では、食品や日用雑貨を扱うスーパーマーケット、病院や診療

所等が立地しており、日々の暮らしを支えています。また、コミュニティ活

動の場である公民館等の公共施設も日常生活圏に立地しており、老人会や子

育てサークルなど、さまざまな都市活動が行われています。 

日常生活圏の範囲は、立川都市圏内でも地域により移動量に差があり、商

業施設、医療機関等の暮らしを支える施設が近接している地域では、少ない

移動で効率的な都市活動を行っていますが、生活を支える施設が点在してい

る地域では多くの移動が発生しています。 

 

 

＜暮らしを支える施設が近接している地域＞ 

 

図 4-4 暮らしを支える施設が近接している地域の活動の概念図 

 

＜暮らしを支える施設が点在している地域＞ 

 

図 4-5 暮らしを支える施設が点在している地域の活動の概念図 
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■ 立川都市圏の活動の特徴 

 

《急激な高齢化、ゆるやかな人口減少》                   

立川都市圏では、すでに高齢化が進行しつつあり、今後、人口のピークを

迎えて、ゆるやかな人口減少が始まります。特に急激な高齢化は、都市圏に

おける都市活動を大きく変化させることが想定されます。 

また、地域によっては、すでに人口が減少していることから、モザイク状

に人口減少や高齢化が進んでいくと考えられます。 

 

《高い人口密度で多様な活動が行われている》                

立川駅周辺は昭和 35 年に人口集中地区（ＤＩＤ、人口密度が 4000 人/km2

［40 人/ha］以上の地区）に指定され、その後も高度経済成長に伴ってＤＩＤ

は拡大してきています。 

立川市と周辺７市のＤＩＤ人口密度は約 73 人/ha と高く、高密度で連担し

た市街地において、行政界を越えた様々な活動が行われています。 

 

《集客施設の集積により賑わいが形成されている》              

多摩地区の交通結節点である立川駅は、デパート等の大規模商業施設が集

積し、飲食店や娯楽施設などの集客施設や国営昭和記念公園などのレジャー

施設も集積していることから、通勤・通学や業務、通院以外の買物・趣味・

娯楽などの活動が多く認められます。 

 

《回遊行動が盛んな立川駅周辺》                      

ＰＴ調査の分析においては、活動量（トリップ数）が人口の伸び以上に増

加しており、とりわけ回遊行動が多くなっていました。立川駅周辺の特徴は、

買物途中で食事する、仕事帰りに飲食店に寄る、などの回遊行動で多いこと

があげられます。 

 

《平日も休日も多くの人が集まる》                     

平日は通勤・通学や業務活動、日中の買物・趣味娯楽などを目的とした活

動により立川には多くの人が集まっていますが、休日には山梨県や多摩地区

など広い範囲から買物・趣味娯楽などを目的とした人が集まっています。 
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《災害時には帰宅困難者が発生》                      

立川は業務核都市として業務機能が集積し、また、交通結節点としてデパ

ート等の大規模商業施設が多く立地していることから、多くの就業者や買物

客が集う都市となっており、災害時には多くの帰宅困難者が生じるものと想

定されます。 

 

《基地跡地などの土地利用転換による変化》                 

立川都市圏には、立川基地跡地・工場跡地・農地などの今後大きく土地利

用転換が進む空間が多く残されています。土地利用が変化することにより、

都市活動の変化が予想されます。 

 

《生活サービス施設が充実》                        

多くの人が居住し人が集まる地域には、スーパーや診療所、集会場などの

生活サービス施設が立地しています。 

 

《子育て層や高齢者の活発な活動》                     

子育て層は、子どもの送迎や通院など、居住地近隣の目的地で買物・送迎・

通院など、さまざまな活動を毎日行っています。 

高齢者になると外出率は低くなりますが、近年は健康志向によりジョギン

グやウォーキング等の活動に取り組むアクティブ・シニアも多くなっていま

す。 

また、都市圏内では多様なコミュニティ活動がＮＰＯ法人や自治会などに

より行われています。 
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❖  立川をとりまく交通の特徴  

 

《広域的な都市活動を支える公共交通ネットワーク》             

広域的な都市活動は、ＪＲ線・西武線等の鉄道等により支えられ、東京都

区部との移動だけでなく、神奈川県や埼玉県などの隣接県との移動も鉄道等

の公共交通により支えられています。 

 

《自立都市圏を支える公共交通ネットワーク》                

立川都市圏内の移動は、立川駅から南北方向に運行されている多摩都市モ

ノレールや路線バス網により支えられており、各自治体ごとにコミュニティ

バスが運行され、公共交通ネットワークが形成されています。 

特に立川駅から放射状に伸びている路線バス網は、日々の通勤・通学を支

えているだけでなく、立川駅周辺での買物や娯楽などを支えています。 

またＪＲ立川駅など、鉄道・モノレール等の駅には多くの人が集まってお

り、交通結節点では自転車からモノレール、バスから鉄道など、様々な交通

手段による乗り換えが行われています。 

 

《平坦な地形による自転車利用》                      

立川都市圏内は、概ね台地状の平坦な地形であることから、目的地への主

たる交通手段として自転車が多く利用されており、鉄道駅、モノレール駅、

バス停等へのアクセスにおいても利用されています。 

 

《地域差が見られる公共交通利用》                     

立川都市圏内の地域拠点では、公共交通の利便性が高く、公共交通の利用

割合が高い地域拠点がある一方、公共交通が路線バスのみの地域拠点では自

動車の利用割合が高いなど、地域による違いがあります。 

 

《広域的な都市活動を支える道路ネットワーク》               

立川基地跡地や立川駅周辺の再開発事業等の都市基盤整備が行われ、立川

駅周辺や立川基地跡地の地区幹線道路の整備は進んでいますが、広域的な人

や物の移動を支える幹線道路のネットワーク化はされていません。 

また、立川駅周辺のペデストリアンデッキのネットワークは歩行者の回遊

を支えており、市のシンボルロードである都市軸は歩行者・自転車の専用道

路として特徴的な空間を形成しています。 
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《ペデストリアンデッキで結ばれた乗り換えやすい駅》            

立川駅周辺は南北を繋ぐ自由通路やペデストリアンデッキでモノレール駅

やバスターミナル、タクシープール、ファーレ立川などの業務施設などと結

ばれており、乗り換えやすい、歩きやすい交通結節機能が整備されています。 

 

《日常生活を支える交通の地域特性》                    

子育て層は、子どもの送迎や通院など、居住地近隣の目的地を短時間で移

動するため、自転車が活動を支える重要な手段となっています。 

高齢者は他の年代に比較すると外出率が低い傾向にありますが、近年は増

加傾向にあり、ジョギングやウォーキング等の活動に取り組むアクティブシ

ニアも多くなっています。高齢者の日常的な移動手段は徒歩や自転車、バス

が利用されています。 

スーパーや診療所、集会場などの暮らしを支える施設が近接している地域

では、自転車や徒歩が人々の移動を支えていますが、暮らしを支える施設が

点在している地域では、自動車の利用割合が高いなど、地域による違いがあ

ります。 

 

《サービスを提供する宅配形式の交通》                   

近年では、ネットショッピングやネットスーパー等のサービスが充実しつ

つあり、消費者が商店に行くのではなく、商店が消費者に届けるというサー

ビスを提供するための宅配形式の交通も増えつつあります。 
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❖  立川をとりまく都市活動の課題  

 

《持続可能な都市経営が必要》                       

今後、少子高齢化や人口減少により税収増は期待できないことや、高齢化

に伴う社会保障費の増加により、厳しい財政状況に至ることが想定されます。

今後、必要不可欠な基盤整備は進めていく一方で、既存のストックを維持管

理し有効活用していくことが必要です。施策の実施に当たっては、選択と集

中の考えに基づき、施策の優先順位、実施時期、実施主体について検討し、

市民、事業者、商業者などと適切な役割分担や協働により進めていくことが

必要です。 

 

《都市活動の特徴である「３層構造」に対応したまちづくりが必要》      

立川は自立都市圏を形成し、「３層の都市活動（広域的な活動、自立都市圏

における活動、日々の暮らしに必要な活動）」が行われている特徴をもってい

ることから、引き続き、各層の機能・都市活動を維持・拡大し、人々の交流

による魅力と活力のあるまちづくりに取り組むことが必要です。 

 

《立川都市圏を１つのエコ・コンパクトシティと捉え、自立都市圏として     

 都市活動の機会を維持・拡大していくことが必要》                

立川都市圏では、業務・工業・商業やサービス業、農業、コミュニティ・

ビジネスなど様々な産業が日々営まれ、魅力ある自立都市圏を形成している

ことから、多様な産業活動や恵まれた就業機会の維持・拡大に取り組むこと

が必要です。 

日常生活では、高齢化の進行に伴う活動機会の減少や買い物弱者の発生な

どの新たな課題に対応しつつ、元気に活動できる自立都市圏として、立川駅

周辺地域や各鉄道駅等の地域拠点がもつ諸機能の維持・拡大が必要です。 

多様な働き方や暮らし方、情報化の進展に対応した新たなライフスタイル

を送ることができる自立都市圏を形成するとともに、多摩の交流拠点として、

地域活動やＮＰＯ法人による活動などの多様なコミュニティ活動を維持・拡

大していくことも必要です。 

 

 

 

 

４－２．立川をとりまく都市活動・交通の課題 
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《土地利用転換による新たな都市活動への対応が必要》            

今後予測される立川基地跡地、大規模工場跡地、農地などの土地利用転換

に伴い、新たな都市活動が発生することが想定されるため、その対応が必要

です。 

 

《立川都市圏の核である立川駅周辺の魅力向上が必要》            

立川都市圏の核となっている立川駅周辺は、就業や買物、通院などを目的

として多くの人が来訪する街として賑わっていますが、引き続き、自立都市

圏としての活力や魅力を維持していくためには、核となっている立川駅周辺

での都市活動の魅力向上が必要です。 

 

《安全・安心な社会構築が必要》                       

自立都市圏として災害に備え、災害時でも安全・安心に都市活動が維持で

きるまちづくりが必要です。 

自立都市圏内だけでなく広域から人が集まる立川都市圏では、震災時の帰

宅困難者対策、発災後の状況に対応した公共交通機関の復旧、道路啓開の実

施等の災害対策を考えていくことが必要です。 

日常生活では、歩道や自転車走行空間における安全対策等の子どもや高齢

者の安全確保が必要です。 

 

《高齢化やグローバル化に対応したユニバーサルデザイン社会の構築が必要》  

急速な高齢化や社会のグローバル化などに対応し、だれもが快適で活動し

やすく豊かな都市生活が営めるまちづくりに取り組むことが必要です。 

 

《女性や高齢者の社会進出への対応が必要》                        

近年、女性や高齢者の社会進出が増加しているものの、生産年齢人口は減

少しています。そのため、女性は子育てをしながら働き続けることができる

ように、高齢者には引き続き社会進出できるように就業環境を整えていくこ

とが必要です。 

 

《環境に配慮した低炭素社会の構築が必要》                 

環境負荷の少ない低炭素社会の実現が求められており、都市活動において

も、過度に自家用車に依存しない、地球に優しい取り組みの推進が必要です。 
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❖  立川をとりまく交通の課題  

 

《役割分担・連携による課題への取り組みが必要》                       

必要不可欠な社会資本の整備等を進める一方、社会資本ストックの維持管

理、選択と集中の考えに基づく効率的・効果的な取り組みを、優先順位・実

施時期・実施主体を勘案しながら、官民の役割分担や隣接自治体との連携等

により取り組むことが必要です。 

 

《公共交通ネットワークの充実が必要》                   

東京都区部や隣接県との通勤や買物等の活動を支え、早く確実に移動でき、

便利で使いやすく、低炭素社会の実現や自家用車からの転換を支える鉄道・

モノレール・路線バス等の公共交通のさらなる充実が必要です。 

 

《鉄道基盤の充実》                            

立川都市圏のさらなる自立に向けた中央線の複々線化、モノレール延伸等

の推進を要請していくことが必要です。 

また、渋滞の解消や地域分断の解消、踏切事故の回避などのための連続立

体化や踏切対策が必要です。 

 

《バスネットワークの充実》                        

路線バスのネットワークは、立川駅等の鉄道駅を起終点として南北方向は

充実していますが、立川都市圏の拠点間を結ぶ東西方向の路線は少ない状況

であり、立川都市圏の維持のためには多様な活動の目的に対応したバスネッ

トワークの構築が必要です。 

コミュニティバスは、路線バスと重複して運行している区間も多くあり、

交通不便地域の解消などの運行目的を明確にするなど、効率的・効果的な運

行を行うことが必要です。また、コミュニティバスは一部路線を除きそれぞ

れの行政区域で運行しており、財政負担などを踏まえた広域連携、相互乗入、

料金体系の統一などの検討が必要です。 

 

《新たな公共交通機関としてのタクシー利用》                

デマンド型タクシーやユニバーサルデザインタクシー等により高齢者の買

物や通院を支えるなど、日々の暮らしを支える新たな公共交通手段としてタ

クシーの利用を考えていくことも必要です。 
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《道路ネットワークの充実》                        

立川には業務・商業施設や立川広域防災基地など多摩の核都市としての諸

機能が集積しており、日常の物流を支える貨物車や震災時等の緊急車両等の

円滑な移動を支える広域幹線道路ネットワークの充実が必要です。 

立川駅周辺の回遊性を高めるペデストリアンデッキや道路のネットワーク

化が必要です。 

立川都市圏内における自立的な都市活動や立川都市圏内の地域拠点の相互

連携を支えるために、拠点（立川駅）や地域拠点間を結ぶ道路等の地区幹線

道路網（都市計画道路網、特に優先整備路線）の整備が必要です。 

市民が日常生活を送る地域拠点や住宅地における道路空間（車道と歩道）

の再配分を考慮した生活道路の充実が必要です。 

 

《特定の日や場所に発生する道路の渋滞等》                  

踏切や右折待ち車両によるボトルネックなど、日常的に渋滞が発生してい

る箇所の改善が必要です。 

立川駅周辺に集積する大規模小売店のバーゲン時には入庫待ち車両により

周辺道路が渋滞し、路線バスの欠車も発生しており、対策が必要です。 

また、立川基地跡地や大規模工場跡地に大規模小売店舗の出店が計画され

ており、土地利用転換に伴う発生集中交通への対応が必要です。 

 

《乗り換えしやすい交通結節機能の充実》                  

立川都市圏の拠点である立川駅には、モノレール・路線バス・自転車など

様々な交通手段が連絡しています。今まで交通結節機能として駅前広場、バ

スターミナル、駐輪場の整備などが行われてきましたが、更に乗り換えが便

利でスムーズに行えるよう、ユニバーサルデザインの観点も含めた交通結節

機能の充実が必要です。 

立川駅以外の日常生活を支える地域拠点については、自転車や徒歩でアク

セスした人が公共交通機関にスムーズに乗り換えられるよう、駅前広場やバ

スターミナル等の交通結節機能の充実が必要です。 

鉄道駅等でのアクセス・イグレス交通の特性を踏まえ、駐輪施設の有効利

用も考慮したレンタサイクル等の導入検討が必要です。 
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《駐車場整備、放置自転車対策》                      

立川駅の拠点や暮らしを支える地域拠点において、利用状況や交通状況に

応じた自動車・自動二輪車・自転車の駐車場の確保が必要です。 

立川駅周辺は、官民により自転車駐車場整備が進められ、放置自転車は減

少していますが、引き続き対策が必要です。 

自動二輪車については、引き続き、駐車空間の確保に取り組むことが必要

です。 

 

《行政界を跨ぐ多様な都市活動を支える交通》                

立川都市圏においては、行政界を跨ぐ多様な都市活動が通勤・通学以外の

買物や通院などの日常的な活動においても行なわれており、これらの移動を

支える連携や相互乗入などに取り組むことが必要です。 

 

《多様な都市活動への対応》                        

都市観光、レジャー、ジョギング、ウォーキングなどの新たな活動目的や、

高齢者や子育て層などにおける地域的な活動目的などの多様な都市活動やラ

イフスタイルに対応した交通にしていくことが必要です。 

高齢者や子育て層は居住地近隣を徒歩や自転車で移動するなどの特徴があ

ることから、こうした活動に対応した交通にしていくことが必要です。 

 

《交通結節点の利便性向上》                        

鉄道駅やバスターミナル・バス停などの交通結節点の乗り換えや待ち時間

等に関する情報をスマートフォン等の様々なＩＣＴ端末で情報提供すること

で利便性を向上するなどのソフト的な取り組みも必要です。 

 

《自転車の有効活用》                           

日常の暮らしの中では短距離の移動を支える自転車について、鉄道駅など

の交通結節点へのアクセス手段としての利用を含め、平坦な地形特性や環境

配慮を踏まえた、より利用しやすい安全・安心に走れる環境を確保していく

ことが必要です。 

 

《物流への対応》                             

物やサービスの宅配という、これから需要の拡大が想定される宅配形式の

交通に対応するため、道路空間の使い方等を考えていくことが必要です。 
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《官民連携による交通課題への対応》                    

交通渋滞等の課題に対応し、交通環境を維持・向上していくためには、市

民、事業者、商業者、交通事業者、交通管理者等と都市圏を構成する国・都・

市などの行政が連携し、取り組み内容の検討や役割分担など具体的な改善に

取り組むことが必要です。 

 

《土地利用転換に対応した交通対策》                    

  立川基地跡地、大規模工場跡地、農地などの今後の土地利用転換に対応す

る交通体系（交通対策）に取り組むことが必要です。 

 

《休日や時間帯などの移動特性の違い》                   

立川には立川駅周辺の商業施設、年間約 400 万人が来訪する国営昭和記念

公園など、魅力的な機能・施設が集積しているため、平日のみならず、休日

も多くの人が集まってくるため、これに対応した交通体系を整えていくこと

が必要です。 

日常的には、朝夕は通勤・通学の移動、日中は買物や通院のための移動と、

同じ交通手段でも利用者や利用目的（行き先）が異なることから、利用者ニ

ーズを踏まえた交通体系を構築していくことが必要です。 

 

《ユニバーサルデザインへの対応》                     

立川都市圏では多様な活動が展開されており、今後、高齢化の進行や社会

経済のグローバル化等に伴い、活動の主体や目的はますます多様化していく

ことが考えられることから、誰もが使いやすい交通施設や情報提供に取り組

むことが必要です。 

 

《安全・安心を支える交通対策》                       

東日本大震災時には、立川でも帰宅困難者が発生し、多くの人が駅周辺に

滞留する状況となりました。こうした帰宅困難者対策や緊急輸送道路の確保

などの災害時の交通対策が必要です。 

平常時については高齢者の交通事故や自転車の交通事故の増加による通学

路の安全確保などが求められており、歩車分離などのハード面の取り組みが

求められるとともに、交通安全に対するルール遵守・啓発などのソフト面の

取り組みも必要です。 
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《低炭素社会に向けた交通対策》                      

低炭素化に向けた社会的要請、ハイブリッド車や電気自動車の普及など、

低炭素社会の実現に向けた様々な取り組みが必要です。 

自家用車をできるだけ抑制して公共交通利用に転換していく、環境にやさ

しい賢い自家用車の使い方に取り組むことが重要であり、ひとりひとりの低

炭素化に向けた意識の改革が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 
 

第５章 

都市づくりの基本理念と 

望ましい都市活動・交通の目標 

５－１ 都市づくりの基本理念 

５－２ 望ましい都市活動・交通の目標 



 

 

 



第５章 都市づくりの基本理念と望ましい都市活動・交通の目標 

149 

第5章  

都市づくりの基本理念と 

望ましい都市活動・交通の目標 

５－１．都市づくりの基本理念 

 

 立川市都市計画マスタープラン（平成 23 年３月）では、少子高齢・人口減

少社会の到来や地球環境問題の深刻化などの社会環境が急激に変化している

時代潮流の中で、立川市が持続的に都市づくりを進めていくため、まちづく

りの指針として「人と環境にやさしいまちづくり」を基本理念として３つの

まちづくりの目標を定めています。 

本マスタープラン（立川市交通マスタープラン）では、前章で述べた立川

をとりまく都市活動・交通の課題という側面から、都市づくりの基本理念と

３つのまちづくりの目標をとらえるものとします。 

 

 

 

 

 

人と環境にやさしいまちづくり 

 

だれもが快適で暮らしやすく豊かな都市生活を営める都市 

 

魅力と活力のある多摩の拠点となる都市 

 

安全・安心な市民生活を支える都市 

 

 

図 5-1 都市づくりの基本理念と３つのまちづくりの目標 
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５－２．望ましい都市活動・交通の目標 

 

都市づくりの基本理念「人と環境にやさしいまちづくり」に向けて、だれも

が快適で暮らしやすく豊かな都市生活を営める都市、魅力と活力のある多摩の

拠点となる都市、安全・安心な市民生活を支える都市を実現するために、望ま

しい都市活動・交通の目標を設定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 都市づくりの基本理念と望ましい都市活動・交通の目標の関係 

 

目標の実現に当たっては、少子高齢化や人口減少などの社会経済環境の変化や

厳しい財政状況を踏まえ、選択と集中の考えに基づき、施策の優先順位、実施

時期、実施主体について十分検討し、市民、事業者、商業者などと適切な役割

分担や協働により進めていきます。 

 

 

 

図 5-3 目標の実現に向けた留意点 

まちづくりの目標 

だれもが快適で暮らしやす

く豊かな都市生活を営める

都市 

魅力と活力のある多摩の拠

点となる都市 

安全・安心な市民生活を支

える都市 

 基本理念  

人と環境にやさしいまちづくり 

望ましい都市活動・交通の目標 

(1)人々の多様な活動の維持・拡大 

1)働く,2)暮らす,3)交流する 

(4)低炭素社会に対応した交通 

体系への転換 

 

(3)日常も非常時も安全・安心な 

移動を確保 

(2)多様な都市活動に合わせた 

モビリティの確保 

 社会経済環境  

少子高齢化、人口減少、 

厳しい財政 など 

 施策の検討(選択と集中)  

 優先順位、実施時期、 

実施主体 など 

 施策の実施(役割分担)  

市民、事業者、商業者、 

行政 など 
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❖  目標①：人々の多様な活動の維持・拡大  

 

 １）働く：就業や業務に必要な活動の機会の維持・拡大をめざします。 

［就業の視点］ 

広域レベル（第１層） 

高度経済成長期から現在に至るまで立川都市圏から東京都区部への就業

が多く、一方、近年では立川都市圏へ東京都区部・埼玉県・神奈川県から就

業する人も多くなっています。 

埼玉県・神奈川県から立川都市圏へ通勤する際、乗り継ぎが生じることか

ら、運行本数の増加等、通勤に関わる負担の軽減を図ることが必要です。 

都市圏レベル（第２層） 

立川都市圏に居住する人々が、自分が望む様々な働き方を実現できるよう

にしていくことが重要です。（ワークライフバランス） 

生産年齢人口が減少する中で活力を持続していくためには、特に高齢者や

子育て中の女性等が負担なく働きやすい環境を整えていくことが重要です。 

こうした都市活動を支えるため、交通面では通勤に関わる負担の軽減を図

ることが必要です。（時間の短縮や快適な通勤など） 

［業務の視点］ 

立川都市圏での業務活動 

立川駅周辺及び新市街地の区域は、業務核都市として広域から人が集って

活動する場であり、職住近接が可能になる業務集積・拠点性の向上を推進し

ていくことが必要です。 

最近増えつつあるコミュニティ・ビジネス等の新しい業態の業務活動にも

目を向けていくことも必要です。 

こうした業務活動が持続的に維持され、引き続き多摩の拠点として、新た

な産業機能の誘致・強化、既存の農業や製造業の維持・向上に取り組み、職

住のバランスのとれた自立性の高い都市づくりが進むよう、多種多様な都市

活動を支える公共交通・自転車・徒歩等の交通を考えていくことが必要です。 

東京都区部等への移動や立川都市圏外からの来訪等においても、公共交通

手段による移動が円滑に行えるように、鉄道駅やバスターミナルなどの交通

結節点では乗り換え等がスムーズに行えるよう、利用者に優しい、使いやす

い拠点づくりに取り組みます。  
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 ２）暮らす：日々の生活のために必要な活動の機会の確保をめざします。 

広域レベル（第１層） 

業務核都市として多くの就業者や買物客などが活動する都市として様々

な活動の機会が確保されることが必要です。 

また、災害発生の際にも、広域防災基地における活動、帰宅困難者対策、

発災後の時間経過に対応した交通確保などに取り組むことも必要です。 

都市圏レベル（第２層） 

立川駅周辺や地域拠点には商業施設が立地しており、各拠点への移動を確

保することで多様な買物等の活動を支えることが可能となります。 

病院が立川駅周辺等に多く立地しており、公共交通による医療機関への移

動を確保することで様々な診療科目の診療を受けることが可能となります。 

災害発生時には、多くの就業者や買物客などが混乱することなく活動が維

持できるような機能・空間を確保することが必要です。 

生活圏レベル（第３層） 

買物、通院、育児、介護など、人の生活に不可欠なサービスが享受できる

環境を整えることが必要です。 

移動しにくいことが外出の妨げになって、その人の生活の負担となること

がないように、日常生活に必要な最低限の活動を交通で支えていくことが必

要です。 

快適で安全な移動が確保されるよう、生活道路の空間再配分などに取り組

むことが必要です。 
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 ３）交流する：様々な交流のための活動機会の確保をめざします。 

広域レベル（第１層） 

観光・レジャー・ショッピング等に訪れる人々の多様な活動を確保するた

めに、速達性・利便性の高い交通をめざす取り組みが必要です。 

都市圏レベル（第２層） 

人と人との交流により新たな価値が生み出だされ、それが生きがいになり、

様々な文化機能の集積が立川のにぎわいや活力に結びつきます。 

交流は、業務、生活、余暇、文化などの多様な活動の質の向上・魅力アッ

プ・活力の増加に貢献するものであることから、様々な活動に取り組めるよ

うな円滑な移動を確保することが必要です。 

日常生活における様々な活動は、行政界にとらわれずに行われていること

から、様々な交流を育む機会を提供できるように、行政界にとらわれず活動

に対応した交通により支えていくことが必要です。 

生活圏レベル（第３層） 

人と人との繋がりを強めることで、地域で暮らすことの帰属制や一体感も

生み出され、コミュニティの形成にもつながります。 

日常的なコミュニティ活動等の交流は、人々の成長や生きがいを支えるも

のであることから、様々な交流を育む機会を提供できるように交通で支えて

いくことが必要です。 
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❖  目標②：多様な都市活動に合わせたモビリティの確保  

３層の都市活動（活動目的）に合わせた移動ができるよう、人々のモビリ

ティの確保をめざします。 

３層が相互に重なり合う交通結節点において交通手段の乗換利便性向上を

めざします。 

活動の目的に合わせて、東京都区部へ出かける、立川都市圏内や近隣で用

を済ませるなどの多様な３層の都市活動に合わせて、移動が容易にできるよ

うなモビリティを確保していくことが必要です。 

立川で多様な活動が行われるようにするためには、活動の場があることと、

活動の場に行きやすくなることが重要です。 

活動の場へ人やモノを運ぶためには、交通の利便性を高めるだけでなく、

ハード、ソフトを含めたまちづくり全体で対応することが重要です。 

少子高齢化、社会のグローバル化を鑑み、高齢者や子育て層、障害者、外

国人など、誰もが暮らしやすく、移動しやすい都市、それを支える交通が必

要です。 

日常生活の基本的な移動手段である徒歩や自転車による交通を確保するた

めの歩行空間、自転車利用について、移動が容易にできるような環境とする

ことが必要です。 

人の移動だけでなく、物やサービスの宅配を支える交通の確保も必要です。 

 渋滞等の交通課題への対応として自動車から公共交通へ転換させていくた

めには、地域特性を踏まえた交通システムの導入を検討していくことが必要

であり、交通事業者や商業者など、様々な主体が参画する場で協議・調整に

取り組み、実効性のある有効なシステムとしていくことが必要です。 

３層が相互にかみ合う交通結節点において交通機関同士の乗換利便性を向

上させる等によりモビリティを確保していくことが必要です。 
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❖  目標③：日常も非常時も安全・安心な移動を確保  

高齢者や子育て層、海外からの旅行者などが多様な選択肢をもって安全・

安心に活動できるとともに、災害等の非常時にも安全・安心に活動できる状

況をめざします。 

社会経済のグローバル化に伴い、様々な人が立川都市圏で活動できるよう、

ユニバーサルデザインを考慮した交通を確保していくことが必要です。 

子育て中のため、平日は仕事、保育園の送迎や通院で移動時間が限られて

いる人や、高齢で移動が困難、自動車が運転できないなどの活動に制約があ

る場合でも、安全・安心に活動できることが重要です。 

子どもや高齢者、自転車利用者による交通事故に対する安全の確保も十分

に進めていくことが必要です。 

 立川は多摩川の扇状地を基盤とする武蔵野台地に位置し、安定的な地盤上

に形成された街ですが、立川断層が立川都市圏を縦断しているため、災害時

にも機能する交通への備えが重要です。 

立川基地跡地の立川広域防災基地は南関東地域に広域的な災害が発生した

場合、災害応急対策活動の中枢を担う場となるため、非常時にも広域的な連

携を支える交通が求められます。 

立川で就業する人々が、災害時にも安全・安心に行動でき、発災後の時間

経過に対応した交通手段の確保が必要です。 

市民生活においては、日常も非常時も様々な活動を安全・安心に行える交

通を地域の特性に応じ形成していくことが必要です。 
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❖  目標④：低炭素社会に対応した交通体系への転換  

自家用車に過度に依存せず、３層の都市活動のいずれにおいても、交通分

野における低炭素化の推進をめざします。 

立川都市圏外との移動に際して、恵まれた鉄道網等による公共交通利用

を促進させ、交通分野における低炭素化を推進します。 

自動車から公共交通への転換、電気自動車等の利用推進、自転車利用の促

進などにより、地球環境に優しい交通手段（グリーンモビリティ）を推進し

ます。 

低炭素社会に対応した交通体系へ転換するために、歩行者・自転車により

快適に移動できる空間の確保が必要です。 

環境負荷が小さく、立川都市圏内や地区内を公共交通や自転車などで移動

でき、過度に自家用車に頼らなくても生活できるように交通で支えていきま

す。 

 日常的な買物、通院、コミュニティ活動などは、徒歩や自転車による移動

で用事を済ますことができる日常生活圏の形成をめざします。 

 



 

157 

第６章 

都市活動を支える交通施策の展開方針 



 

 158 



第６章 都市活動を支える交通施策の展開方針 

157 

第6章  都市活動を支える交通施策の展開方針 

 

立川をとりまく活動は３層構造を形成しており、人々は日常的に３つの層（広

域レベル・都市圏レベル・生活圏レベル）に係る活動を行っていることから、

３つの層は相互に関連しています。 

本章では、３つの層の関連性を認識しつつ、第５章で整理した４つの望まし

い都市活動・交通の目標に即して都市活動を支える交通施策の展開方針を整理

しました。 

なお、施策方針の展開にあたっては、少子高齢化や人口減少などの社会経済

環境の変化や、厳しい財政状況を踏まえ、選択と集中の考えに基づき、施策の

優先順位、実施時期、実施主体について十分に検討し、市民、事業者、商業者

などと適切な役割分担や協働により進め、まちづくりにおける施策として戦略

的に展開していくことが必要です。 

 

 

望ましい都市活動・交通の目標

目標①：人々の多様な活動の維持・拡大
1)働く 2)暮らす 3)交流する

目標②：多様な都市活動に合わせた
モビリティの確保

目標③：日常も非常時も
安全・安心な活動を確保

目標④：低炭素社会に対応した
交通体系への転換

目標 施策方針

都市活動を支える
交通施策の展開方針

・公共交通網の整備
・道路網の整備
・交通結節機能の強化

・目的、地域などに対応した交通環境の
向上

・平日・休日、時間帯などに対応した
交通環境の向上

・ユニバーサルデザインへの対応
・安全・安心の確保

・低炭素社会の実現に向けた交通施策の
推進

 

図 6-1 第５章と第６章の関係図 
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❖  目標①：人々の多様な活動の維持・拡大  

 都市活動の維持・拡大をめざすため、新たなライフスタイルや観光などの新

しい都市機能も踏まえ交通基盤の向上に取り組みます。 

【施策方針】                                

《公共交通網の整備》 

○鉄道等の利便性向上 

 広域レベル(第１層) 

 広域的な業務・観光等の活動を支えるために、全国・首都圏の主要都

市と立川をつなげる広域公共交通ゲート(新幹線駅・空港)への鉄道の

速達性・利便性の向上をめざします。 

 通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・ショッピング等の活動

を支えるために、東京都区部、埼玉方面、神奈川方面、山梨方面、多

摩地域（立川市外）と立川をつなげる鉄道の利便性向上をめざします。 

都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内での通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・ショ

ッピング等の活動を支えるために、拠点（立川駅）と地域拠点（主要

鉄道駅等）、地域拠点間をつなげる鉄道・モノレール等のアクセス向

上をめざします。 

○バスの利便性向上 

 広域レベル(第１層) 

 広域的な業務・観光等の活動を支えるために、全国・首都圏の主要都

市と立川をつなげる広域公共交通ゲート（新幹線駅・空港)への高速

バスの速達性・利便性の向上をめざします。 

 通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・ショッピング等の活動

を支えるために東京都区部、埼玉方面、神奈川方面、山梨方面、多摩

地域（立川市外）と立川をつなげる高速バスの利便性の向上をめざし

ます。 

都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内での通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・ショ

ッピング等の活動を支えるために、拠点（立川駅）と地域拠点（主要

鉄道駅等）、地域拠点間をつなげる路線バスのアクセス向上をめざし

ます。 

 立川都市圏内で増加している買物・娯楽・通院等の多様化する活動を

支えるために、需要に応じた路線バスの柔軟な運行をめざします。 
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生活圏レベル(第３層) 

 鉄道駅等への移動（アクセス）や鉄道駅等からの移動（イグレス）、

地域特性に応じた地域内の移動を支えるコミュニティバス等の公共

交通の運行をめざします。 

○身近な公共交通の利便性向上 

 
生活圏レベル(第３層) 

 鉄道駅等への移動（アクセス）や鉄道駅等からの移動（イグレス）、

地域特性に応じた地域内の移動を支えるタクシー等の運行をめざし

ます。 

 立川都市圏内での通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・ショ

ッピング等の活動を支えるためにタクシー等による目的地までの移

動利便性を高めます。 

 立川都市圏内で増加している買物・娯楽・通院等の多様化する活動を

支えるために、需要に応じたデマンド型の公共交通による柔軟な運行

をめざします。 
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 《道路網の整備》 

○広域幹線道路・地区幹線道路・生活道路等によるネットワークの構築 

 広域レベル(第１層) 

 広域的な業務・観光等の活動を支えるために、全国・首都圏の主要

都市をつなぐ放射広域幹線道路（東名・中央・関越等の高速道路や

国道 20 号等の国道）ならびに環状広域幹線道路（圏央道・外環等

の高速道路や自動車専用道路、国道 16 号等の国道）への立川から

のアクセス道路網、立川都市圏内外の移動を支える道路ネットワー

クにより利便性の向上をめざします。 

 災害時に立川が担う広域的な防災機能を支えるために立川広域防

災基地と隣接する広域幹線道路とのアクセス向上をめざします。

（防災面での道路ネットワークの向上） 

都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内における自立的な都市活動や立川都市圏内の地域拠

点の相互連携を支えるために、拠点（立川駅）から地域拠点間を結

ぶ幹線道路・地区幹線道路網（都市計画道路網、特に優先整備路線）

により利便性の向上をめざします。 

 立川駅周辺および新市街地エリアの繋がりや回遊性を強化するた

めに、当該地区につながる地区幹線道路や当該地区内の街区幹線道

路等により賑わい形成や移動利便性の向上をめざします。 

生活圏レベル(第３層) 

 平坦な地形で市街地が連担するという立川都市圏内の特性を踏ま

えた、快適に移動できる歩行者・自転車ネットワークの形成をめざ

します。 

 市民が日常生活を送る地域拠点や住宅地における生活道路につい

て道路整備や道路空間の再配分により利便性の向上をめざします。 

○渋滞のボトルネック解消 

 
 立川都市圏内で渋滞のボトルネックとなる交差点、踏切等を改良

し、円滑な交通をめざします。 

 

※本マスタープランでは、全国や首都圏など広域への移動の際に利用される道路

を広域幹線道路と呼ぶこととしました。中央道などの高速道路や国道 20 号な

どの主要な道路がこれに相当します。 
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《交通結節機能の強化》 

○立川駅の広域結節機能 

○駅前広場の整備 

○鉄道等、バス、タクシー間の乗継改善 

 
広域レベル(第１層) 

 広域的な業務・観光等の活動を支えるために、全国・首都圏の主要

都市と立川をつなげる広域的な交通結節機能の向上をめざします。 

 立川都市圏内外のアクセス拠点である立川駅周辺における広場機

能（歩行者空間、防災、環境）と乗り換え機能（幹線鉄道や高速バ

スから鉄道・モノレール・路線バス・レンタカー等への乗り換え）

の向上をめざします。 

都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内での通勤・通学・業務等の活動や観光・レジャー・シ

ョッピング等の活動を支えるために、拠点（立川駅）と地域拠点（主

要鉄道駅等）、地域拠点間をつなげる主要鉄道駅等における広場機

能（歩行者空間、防災、環境）と乗り換え機能の向上をめざします。 

 拠点や地域拠点の利用状況や交通状況に応じ、外延部や隔地などの

視点を踏まえ、自動車・自動二輪車・自転車の駐車場の確保をめざ

します。 

生活圏レベル(第３層) 

 市民が多様な選択肢をもって日常生活が送れるように、関係者（市

民、事業者、商業者、行政など）の連携・協働により交通結節機能

の向上をめざします。 

 周辺地域も含めた一帯の地域拠点として住宅団地の交通結節機能

の向上をめざします。 
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❖  目標②：多様な都市活動に合わせたモビリティの確保  

 多様な都市活動に合わせた人々のモビリティを確保するために、目的、地域、

平日・休日、時間帯などに対応した交通環境の向上に取り組みます。 

【施策方針】                                

《目的、地域などに対応した交通環境の向上》 

○交通手段間の相互利用による利用利便性の向上 

 広域レベル(第１層) 

 広域的な業務・観光等の活動や日常的な通勤・通学・業務・通院・

買物等の活動を支えるために、広域的な交通アクセスを担う幹線鉄

道・高速バスと鉄道・モノレール・路線バス・自転車等との乗継利

便性の向上をめざします。 

 広域的な業務・観光等の活動を支えるため、ＩＣＴ活用による誘

導・案内サイン等により立川都市圏外からの来訪者の移動性向上を

めざします。 

都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内で行政界を跨ぎ多様化する都市活動を支えるため、地

域拠点における鉄道、モノレール、路線バス、コミュニティバス、

自転車等の乗継利便性の向上をめざします。 

 ＩＣＴ活用による誘導・案内サイン等により立川都市圏内における

移動性向上をめざします。 

生活圏レベル(第３層) 

 高齢者や子育て層等の活動の場へのアクセスを支えるため、日常生

活における路線バス、コミュニティバス、自転車等の乗継利便性の

向上をめざします。 

 ＩＣＴ活用による誘導・案内サイン等により日常生活における移動

性向上をめざします。 
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○目的や地域特性に対応したバス・タクシー等の有効活用 

 都市圏レベル(第２層) 

 都市観光・レジャー（国営昭和記念公園等）等の移動を支える新た

な交通システムの導入、既存交通機関、交通施設の改善による交流

性、周遊性の向上をめざします。 

 健康志向（ジョギング、ウォーキング）や歴史まち散策等の移動を

支える歩行空間の改善・環境の向上、自転車利用の利便性の向上を

めざします。 

生活圏レベル(第３層) 

 買物・通院や地域活動等の移動を支える新たな交通システムの導

入、既存交通機関、交通施設の改善による交流性、周遊性の向上を

めざします。 

 地域特性に応じたタクシー等の運行や、需要に応じたデマンド型の

公共交通等の柔軟な運行をめざします。 

 健康志向（ジョギング、ウォーキング）や散歩等の移動を支える歩

行空間の改善・環境の向上、自転車利用の利便性の向上をめざしま

す。 

○身近な交通手段や公共交通への乗継手段としての自転車の有効活用 

 都市圏レベル(第２層) 

 鉄道駅や交通結節点へのアクセス手段である自転車について、利用

しやすい環境により利便性の向上をめざします。 

生活圏レベル(第３層) 

 日常的な買物、子育て層の送迎や通院を支える交通手段である自転

車について、利用しやすい環境により、利便性の向上をめざします。 

○物やサービスの宅配を支える交通の充実を図る 

 
都市圏レベル(第２層) 

 業務活動における物流のアウトソーシング化、生活関連物流の増大

に対応した貨物車交通導線の検討などの交通管理（マネジメント）

による円滑化をめざします。 

 生活圏レベル(第３層) 

 通信販売、ネットスーパーなどの宅配サービス（宅配利用）、生活

関連物流の増大に対応した生活道路の交通管理（マネジメント）に

よる円滑化をめざします。 
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○効率的な交通環境の維持・向上 

  商業者や交通事業者と連携し、公共交通の利用促進や交通の状況に

対応した駐車方法・利用転換方策等により、中心部への過度な自動

車の流入を抑制し、効率的な交通環境の維持・向上をめざします。 

 

 《平日・休日、時間帯などに対応した交通環境の向上》 

○平日と休日の利用方法の違い等に対応した交通環境の整備 

○時間帯による利用の違いに対応した交通手段の運用 

  朝昼夜、春夏秋冬、平日・休日などの時間や季節の変化や、バーゲ

ン時などの特異日に対しても都市活動の変化に柔軟に対応できる

施設運用・運賃制度・運行システム・流入規制などの交通環境の向

上をめざします。 
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❖  目標③：日常も非常時も安全・安心な活動を確保  

 日常時において安全・安心に活動できるとともに、震災等の非常時にも活動

できるように、ユニバーサルデザインや安全・安心に対応した交通環境の向上

に取り組みます。 

【施策方針】                                

《ユニバーサルデザインへの対応》 

○だれもが使いやすい交通施設の整備 

○わかりやすい交通の情報提供 

  だれもが使いやすい徒歩や自転車等での移動空間の確保をめざし

ます。 

 だれもが使いやすく、社会経済のグローバル化にも対応したわかり

やすいサインや多言語等の交通情報提供をめざします。 

 

《安全・安心の確保》 

○災害発生時の状況に対応した交通の確保、情報発信 

○交通安全対策の推進 

○交通安全啓発活動の推進 

 都市圏レベル(第２層) 

 災害時において、初めての来街者等でもわかりやすい情報提供をめ

ざします。 

 発災直後から完全復旧までの間、被害状況や復旧段階に対応した代

替交通手段の確保をめざします。 

 
生活圏レベル(第３層) 

 交通事故や災害等への安全対策が確保された歩行者・自転車空間の

形成をめざします。 

 自動車、自転車、歩行者の交通安全に係る啓発活動により、安全な

通行、歩行をめざします。 
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❖  目標④：低炭素社会に対応した交通体系への転換  

 自家用車に過度に依存しない、交通分野における低炭素社会の実現に取り組

みます。 

【施策方針】                                

《低炭素社会の実現に向けた交通施策の推進》 

○公共交通機関等への円滑な乗継手段の促進 

○環境負荷の少ない自動車の利用方法の推進 

 都市圏レベル(第２層) 

 立川都市圏内の鉄道駅へのアクセス手段となっている自転車・バ

ス・自動車等の利用促進をめざします。 

生活圏レベル(第３層) 

 自動車を賢く利用するカーシェアリング等の利用推進をめざしま

す。 

 

○自動車から公共交通機関等への転換促進 

○自転車や徒歩による移動の促進 

○交通集中に対する分散化施策の推進 

 都市圏レベル(第２層) 

 地球環境に負荷をかけない交通手段（グリーンモビリティ）の推進

をめざします。 

 平坦な地形を活かした立川都市圏内での自転車利用の促進をめざ

します。 

 自動車による移動ではなく、近隣の拠点から公共交通を利用し目的

地に向かうなど低炭素社会に対応した移動方法への転換をめざし

ます。 

 公共交通への転換を図るため、インセンティブの付与等の方策の検

討・推進をめざします。 

 生活圏レベル(第３層) 

 低炭素社会に対応したエリアマネジメント、電気自動車等の新技術

導入による地区物流の実現をめざします。 

 気軽に散歩できる歩きやすい歩行環境の確保をめざします。 

 過度に自動車利用に頼らない社会のため、徒歩や自転車での移動の

促進をめざします。 
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第7章  望ましい都市活動・交通の実現に向けて 

 

第６章で示した都市活動を支える交通施策の展開方針を推進し、望ましい都

市活動・交通を実現するため、今後の取り組みについての考え方を示します。 

 

❖ 市民・事業者・商業者・行政などの適切な役割分担・協働に基づく交

通施策の推進  

交通施策や個別事業の推進にあたっては、市民・事業者・商業者・行政

などが適切な役割分担を行い、相互の協力と協働による取り組みを基本と

します。 

立川市交通マスタープランの役割は、立川における都市活動を支える交

通の将来ビジョンを示すものであるとともに、市民・事業者・商業者など

に対して交通施策や個別事業への理解と協力を得るためのビジョンでもあ

ります。 

今後も、市民・事業者・商業者・行政などが一体となって都市活動の維

持・拡大のため、本マスタープランを活用しながら、望ましい都市活動・

交通の実現に向けて取り組みます。 

 

       広域レベル（第１層）での取り組み 

＊国、隣接都県、産業界、交通事業者（鉄道、高速バス事業者等）と役割

分担・協働に基づき、中長期的な施策に取り組みます 

      都市圏レベル（第２層）での取り組み 

＊隣接市、地域交通事業者（鉄道、バス等）、交通管理者、地域経済活

動団体、まちづくりＮＰＯ等と役割分担・協働に基づき、立川都市圏とし

て行うべき施策に取り組みます 

      生活圏レベル（第３層）での取り組み 

＊立川市、地域交通事業者（路線バス・コミュニティバス事業者、タクシ

ー事業者等）、自治会・ＰＴＡ等地域活動団体、まちづくりＮＰＯ等が役

割分担・協働に基づき、それぞれが主体的に施策に取り組みます 

 

❖  『つくる』から『使う』へのシフト  

限られた財源の中で、立川における様々な活動を支えていくためには、

真に必要なインフラの整備は促進するとともに、既存のインフラを最大限

利活用するという発想が重要です。 
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道路空間において車道空間、歩行空間、自転車走行空間の配分の見直し

や、駐車施設の料金等の見直しなどにより、必要な役割が果たせるように、

柔軟な発想で、限られた資産を上手に使っていくことが必要です。 

 

❖  都市圏を意識した計画づくりの推進  

      立川の都市活動の分析結果からも明らかなように、立川市に居住してい     

ても主な活動が隣接市で行われているなど、人々は市域を意識せずに活動

しています。 

そのため、立川市域だけでなく、隣接市も含めた立川都市圏という範囲

で、都市における活動を支えていくことが効率的・効果的であり重要です。 

 

❖  交通戦略で施策を具現化  

本マスタープランでは、都市活動と交通の基本的な方針を示しました。

方針を踏まえた個別具体的な施策や事業の実施計画については、交通戦略

で記述します。 

交通戦略では社会経済環境の変化や厳しい財政状況を踏まえ、施策や事

業の「選択と集中」による効率的・効果的な推進を勘案しながら、取り組

みの優先順位、実施時期、実施主体について十分に検討し、まちづくりに

おける施策として戦略的に展開していきます。 

 

 

福
祉
、
産
業
な
ど
の
各
分
野
の
計
画

都
市
計
画
関
連
の
各
種
計
画

次期基本構想

立川市都市計画
マスタープラン

都市計画分野の
個別計画

交通分野の
個別計画

立川市 長期総合計画
（基本構想・基本計画）

立川市交通マスタープラン
～新たな時代における都市活動と

それを支える交通のビジョン～

立川市総合都市交通戦略

 

図 7-1  交通マスタープランと各種計画との関係 【再掲】 



 

169 
 

 

補章 

あるまちのある一家のおはなし 



 

 170 



補章 あるまちのある一家のおはなし 

169 

補章 あるまちのある一家のおはなし 

 

これは、あるまちの未来のおはなしです。実在する（あるいは「実在

した」）名前も出てきますが、おはなしはすべてフィクションです。 

「こんな未来もあるかもね～」というくらいのお気持ちで読んでいた

だけると幸いです。〔トモコ〕 

 

■登場人物 

         
トモコ 56 歳      マサキ 63 歳     モモコ 29 歳     キリコ 27 歳 

専業主婦      トモコの夫    トモコの長女    トモコの次女 

        

ハルエさん 85 歳      ヒラタさん        ギャラリーにいた老夫婦 

トモコの隣人      マサキの散歩仲間 

 

■登場動物 

  

ポッケ ７歳    ソラ 推定５歳 

チワワ♂     トイプードル♀ 
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 「おはよう。ハニー  もう起きて……」 

 甘いささやきと耳をくすぐる吐息で目が覚めた。 

大きな瞳がのぞきこんでいる。 

 

 「う～ん。え？……ポッケ！？……」 

 ベッドの上、愛らしい顔でわたしをのぞきこんでいるのは、ポッケだ。 

 『そうだった。ゆうべ、ふざけて翻訳モードを“恋人”にしたんだ。

そのまま戻さなかったっけ……』  

 首輪のダイヤルにそっと触れる。 

 「わんわん。おなかすいたよーー。ごはん、まだ？」 

 とたんに、やんちゃな男の子に変身。『やれやれ……』 

 

 寝室を出ると、朝食の香りがただよってくる。 

 『ベーコンかな？ 紅茶もおいしそう……。今朝は“イギリス風”を

選んだのだっけ……』 

 手早く洗面と着替えをすませてポッケと一緒にリビングに行くと、夫

はすでに食卓についてオートクッカーが調理した朝食を食べていた。 

 この瞬間、いつも胸をよぎる……。 

 『結婚したてのころは大変だった。都心まで出勤する夫のために 5 時に

起きて朝食とお弁当を作って……いやいや、昔の話はもうおしまい。あ

のころは、あのころで楽しかった』 

 わたしも朝食をいただく。ポッケの朝ごはんもボタンひとつで適量が

出てくる。 

  

 ゆっくり味わった夫は、新聞を広げて読んでいる。ニュースでも小説

でも、タッチ式のテレビから欲しい情報は瞬時に入手できるけど、夫は

昔ながらの新聞をこよなく愛している。 

 紙の新聞は、夫のようなマニアのために今もコツコツとつくられ、新

聞社からネット配信される。それを専用のプリンターで家庭でプリント

するという仕組みだ。 

 「このインクのにおいがたまらない～」 

 ときどき夫はいとおしそうに新聞に頬ずりさえする。 

             ＊ 

        ＊ 

 「このインクのにおいがたまらない～」 

 僕は、今朝も珈琲を片手に新聞を読む。ニュースは紙で

読みたい。昔は片道 1 時間半の通勤だったから、新聞も混

んだ電車内で読んだものだった。 
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 『満員電車の中で新聞を読むにはテクニックが必要だったなぁ』 

 5 時半に起きるのは、もう 30 年変わらない。最近は、まずポッケと散

歩に出かける。今朝もすでに散歩はすませた。公園では毎朝会う人たち

が自然と輪になっていた。皆、それぞれ愛犬を連れている。 

 

 「ポッケちゃん、おはよう！」 

 ソラちゃんを連れたヒラタさんが

声をかけてくれる。 

 ポッケはソラちゃんにトコトコと

近づいて 

 「ハニー  きょうはまた一段と美しいね」 

 やけに甘い声なのが気になった。 

 

 愛犬たちが仲良くしている間に、飼い主も立ち話。 

 ヒラタさんも僕も以前は会社人間だったから、近くに住んでいても顔

をあわせることもなかった。このところ、地域の学習館でもよく一緒に

なる。いろいろな講座に出てみたが、最近は 2 人とも囲碁が気に入ってサ

ークルを作る相談をしている。 

 「では、また……」 

 

 わが家に戻る。 

 「ポッケ、おかあさんを起こしておいで」 

 妻と一緒に朝食を食べていると、 

 「たいへん！ たいへん！」 

 隣に住むハルエさんが飛び込んできた。 

 でも、驚かない。85 歳になるハルエさん、元気がありあまっていて、

いつもこの登場のしかただから。 

 『さあて、今日の“たいへん”は何だろう？』 

             ＊ 

             ＊ 

 「たいへん！ たいへん！」 

 わたしはお隣のリビングに入るなり叫んだ。 

 「こんど“いったい音楽まつり”※のステージで歌うこ

とになったよ！」 

 「わたしね、モノレールで毎週、子ども未来センターの

スタジオに通っているんだ。そこで知り合った若い人のバ

ンドと気が合って一緒に練習しているんだよ。 

 

※“立川いったい音楽まつり”のこと。市内の店舗の店頭などで一斉ライブを行うイベント。 
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で、今度ライブをしようってことになってさ♪」 

 

 昔、Judy & Mary※※のファンだったわたし、今でも若い者には負けていな

い。年齢を理由にやりたいことを我慢するなんてナンセンス！ おっと、

“ナンセンス”は死語か。 

 それにしても、わたしの周りでも高齢者はみな元気だ。ボランティア

や趣味に駆け回っている。でも、元気といっても歳はとっているから、

それなりにメンテナンスは必要だけどね。実はわたしも、通院は欠かせ

ない。今日も立川駅近くの病院まで出かける。そろそろ“くるりんタク

シー”が来るころか。前の診察のときにお願いしておいたから、わが家

の前を回ってくれることになっている。通院も便利だし、ひとり暮らし

も心細くはない。お隣のこのトモコさん一家も、いつも気にかけてくれ

る。 

 「ハルエさん、すごい！ 聴きにいくわ！」 

 トモコさんは言ってくれた。 

             ＊ 

             ＊ 

 「ハルエさん、すごい！ 聴きにいくわ！」 

 答えるわたしの横で、夫が出勤する。 

 「僕も行くよ。ハルエさんのライブ」 

 基地跡地のサテライトオフィスで勤務している夫は、

健康も考えて自転車で通う。 

 『この自転車だって、前はみんな自分で買っていたのよね～』 

 今は、すべてレンタサイクル。個人の所有ではないから、パンク修理

も駐輪場の確保も必要なく、通勤にショッピングに大変使い勝手がよい。 

 

 そうそう。ハルエさんのライブには娘たちも誘おう。マルチテレビの

“Family”のアイコンに触れれば、すぐにチャット画面が立ち上がる。 

 

 「ママーー？ たぶん、行けるわ」 

 画面から声が流れる。長女のモモコだ。隣の市に夫と子ども 2 人の 4

人で住んでいる。上の子は幼稚園、下の子はまだ１歳だけど、今は子育

てサポートがしっかりしているから、結婚前からのフリーライターを続

けている。あちこちに取材で出かけるので、お土産が楽しみだ。 

 『わたしも、仕事を続ければよかったかしら？』 

 後悔はしていない。このまちに住んで 30 年。地域の人たちとボランテ

ィアや趣味の講座で触れ合い、充実した日々を過ごしてきた。 

 

※※日本のロックバンド。 
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 でも……、また、何かを始めてみようかしら。 

 『ハルエさんに刺激されたかな？』 

             ＊ 

             ＊ 

 「ママーー？ たぶん、行けるわ」 

 母からの誘いに、すぐに返事ができた。下の子はまだ

連れて行けないけれど、子ども未来センターの一時預か

りが利用できるから心配ない。  

 そうだ。ハルエさんに花束を持っていきたい。早速、

マルチテレビで検索する。画面に豪華な花束の画像が現れる。 

 「ママ、これでいいかしら？」 

 「そうね。彼女、バラが好きだからいいんじゃない？」 

 母の反応もよい。 

 「じゃ、オーダーしておくね。受け取り場所は駅ビルでいいね？」 

  

 ハルエさんのライブは楽しみだ。わが家のパーティーでもハリのある

声でシャウトしてくれた。『そうだ。今度彼女にインタビューしてみよう

か』新しい仕事の構想が浮かぶ。 

 

 「ねえ、お昼、一緒しようよ」 

 妹の声がした。2 つ下の妹キリコは再生された市内の団地のシェアハウ

スに住んでいる。フレックスタイムの勤務だから、自分の都合に合わせ

て出勤している。今は家かららしい。 

 母も立川駅まで出てくるという。それなら、わたしも行こう。今日の

午後は山梨で取材がある。少し早めに車で行って、そのまま山梨に行く

ことにする。立川からまっすぐ中央高速道路につながったおかげで、山

梨までのアクセスはたいへんよくなった。カーナビが、すいている道も

おすすめのパーキングも案内してくれる。 

             ＊ 

             ＊ 

 「ねえ、お昼、一緒しようよ」 

 わたしの誘いに、母も姉ものってくれた。 

 立川駅周辺は平日でも人出が多いが、飲食店もいっぱ

いあって何を食べようか迷うのも楽しい。タブレットで

お店のサイトを開けばメニューだけではなく、店内の様

子までリアルタイムで見ることができるから、混雑具合

も確かめられる。満席だったとしても、簡単に予約できてスムーズに席
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に通される時間を指示してくれる。いつもは人気でなかなか入れない駅

ビルの中華の店に、運よくすんなりすべりこめた。 

 

 「シェアハウスはどう？」 

 母に尋ねられた。 

 「快適よ。着かず離れずの関係で、うまくやってるわ」 

 実際、シェアハウスは思っていたよりずっとすばらしかった。いろい

ろな年代の人たちと触れ合うことができて、お互い助け合っている。高

齢者にはタブレットの使い方を教えてあげて、そのお返しにうどの酢の

物をいただいて、つくり方を教わったり。これをもっと多くの人に広め

ようと、団地内で講座を開くことも計画中だ。 

 

 中華店のランチを堪能して新宿のオフィスへ。中央線も複々線になっ

たので便利になった。出勤は基本的には毎日だが、家で仕事がすむこと

も多いから月に半分くらいしか出社しなくてすむ。 

 「じゃあね。ハルエさんのライブでね」 

 母が手を振る。 

             ＊ 

             ＊ 

 「じゃあね。ハルエさんのライブでね」 

 娘たちに手を振り、立川駅で別れる。来るときは、

レンタサイクルでモノレールの駅まで出た。天気がよ

かったので、自転車に乗りたくなったからだ。運動神

経に自信がなくなって自転車は敬遠していたが、自転

車レーンができたので安心して乗れる。でも、帰りは風も出てきたし、

バスで帰ることにする。このへんがレンタサイクルの魅力でもある。 

 

 以前だったら、ここで夕飯の買い物をしていくところだが、今はネッ

トで注文して自宅に届けられるから重い荷物でふーふーいうこともない。

手ぶらだから、思い立ってバス停の手前にある生活雑貨のおしゃれな店

に立ち寄る余裕もある。 

 「あ、これ、素敵」「こっちも欲しいわ」 

 つぎつぎ買いたくなってしまう。でもストップ。リビングに実際に置

いたときのことをよく考えないと失敗してしまう。タブレットを取り出

し、商品裏のバーコードを読み取る。これで商品の写真やサイズ、金額

などの情報が取り込めるから、自宅に帰ってゆっくり検討できる。よし、

となったら「ネット注文、自宅配送、賢くお買い物！」という段取りだ。 
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 隣のギャラリーにも入ってみた。立川市の風景の写真展だった。何人

ものプロの写真家が昭和記念公園や多摩モノレールを撮っていたが、普

段見慣れている景色がこうも違うものかと、しばし見とれる。先客がい

た。老夫婦でお互いの手をとり、寄り添って写真に見入っている。その

姿がほほえましくて、つい話しかけていた。 

 「お近くにお住まいですか」 

 「いえ、鎌倉から来ました。昭和記念

公園にコスモスを観に来たんです」 

 奥さまが答える。 

 「環状道路ができたおかげで気軽に来

られるようになりましたよ」 

 だんなさんもにこやかだ。 

 

 雑貨店とギャラリーの余韻で、ほのかに温かくなった心を抱えて帰り

のバスに揺られる。『このまちに住んで、はや 30 年になるのね』と、ふと

思う。引っ越してきたころは、それまで住んでいた都心と比べてしまっ

て不便を感じることもあった。でもそれは、ほんのわずかなあいだだっ

た。 

 車窓から昭和記念公園を見ると、さっきギャラリーで見た写真のよう

な景色だ。 

 『きれい……』 

 家に帰るとポッケが迎えてくれる。 

 「ママ！ お帰り！！」 

 元気な声だ。 

             ＊ 

             ＊ 

 「ママ！ お帰り！！」 

 僕は、ママの帰りを待っていた。 

 僕がこのうちに来たときには 5 人家族でにぎやか

だった。でも、お姉ちゃんたちは引っ越してしまっ

て今はパパとママと 3 人だ。でも寂しくはない。夜

は 3 人でゆっくりおしゃべりできる。パパの帰りも

最近はとても早い。 

 僕にはよくわからないけれど、ここはとてもすてきなまちらしい。 

明日の朝、ソラちゃんに会ったら聞いてみよう。 

「このまち、好き？」って。 

 

 
文：井上巴、イラスト：新海きよみ 
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●用語解説 

用語 説明 

あ行 

ＩＣカード 
情報の記録や計算を行うために、集積回路(IC)を組み込んだカー

ドのことです。 

アウトソーシン

グ 

企業などが仕事を外部に委託すること言い、これによって自身の

会社が抱える従業員を少なくし、企業のスリム化、効率化を図る

ことを目指しています。 

アクセス手段 
出発地から鉄道駅などに向かうまでに利用する交通手段のことを

アクセス手段と言います。 

アクティブシニ

ア 

定年後などにおいても、自宅にいるだけでなく、趣味、ボランテ

ィア、地域活動などに積極的に関わる、「行動的な高齢者」のこと

を言います。 

イグレス手段 
鉄道駅などで下車してから目的地へ向かうまでの間に利用する交

通手段のことを言います。 

インセンティブ 
人々の意思決定や行動を起こさせるための外部からの刺激となる

もので、奨励金や報奨金などがこれに当たります。 

インフラ 

インフラストラクチャー（infrastructure）の略称で、国民の生

活、企業の経済活動等を支えるための道路や鉄道、水道、電気・

ガス施設、通信施設などのことを言います。 

ウィンドウショ

ッピング 

商業施設のショーウィンドウなどに展示されている商品などを見

て回る行為のことで、消費者が商品を購入するための情報収集を

行うことを言います。 

エコ・コンパクト

シティ 

郊外に分散した公共施設や医療施設など様々な施設や機能を中心

市街地に集約し、自動車中心の分散型都市構造から、環境負荷の

少ない公共交通、徒歩、自転車中心の集約型都市構造への転換を

めざした都市のことを言います。 

ＮＰＯ 

NPO（NonProfit Organization）とは、様々な社会貢献活動を行い、

収益をあげることを目的としない団体のことを言います。なお、

収益を目的とする事業を行うこと自体は認められますが、事業で

得た収益は、様々な社会貢献活動にあてます。 

エリアマネジメ

ント 

地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための

住民・事業主・地権者等による主体的な取り組みのことを言いま

す。 

オフピーク割引 

鉄道や有料道路において、ピーク時間帯の交通集中を分散させる

ため、あるいは、閑散時の需要を喚起するために、オフピーク時

（閑散時）に料金を割り引く施策のことです。 

 か行 

カーシェアリン

グ 

１台の自動車を複数の人が共同で利用し合う、自動車の新しい利

用形態のことを言います。 
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核都市 
多摩地域等において、行政機能や企業の支店支社機能などが集積

し、地域の中心となる都市のことです。（→｢業務核都市｣も参照） 

基幹・端末バス 

システム 

鉄道駅を出発地として各方向へと路線を分散させている一般的な

バス路線の系統に対し、主に幹線道路の専用車線を走行し、バス

停間隔が長く、高い走行性を持つ基幹バス路線と、その途中バス

停から枝状に展開する端末バスからなるバスシステムのことを言

います。 

道路混雑によるバスの走行性低下の問題を解消するとともに、公

共交通優先策により環境問題等にも貢献しうるものです。 

帰宅困難者 
勤務先や外出先で地震等の災害に遭遇し、自宅への帰宅が困難と

なってしまった人のことを言います。 

拠点 
業務や商業などの活動の足場となる重要な地点のことで、本マス

タープランでは立川駅周辺を指します。（→「地域拠点」も参照） 

業務核都市 

東京圏の大都市問題を解決するため、東京都区部以外で地域の中

心となり、様々な機能の集積の核として育成し、東京都区部への

一極依存型構造を改善するために制度化された都市で、都内では、

立川のほか八王子、多摩、町田、青梅が指定されました。 

グリーンモビリ

ティ 

人や環境に優しい交通機関、交通システムのこと言い、自転車や

電気自動車などをはじめ、環境負荷の少ないタイヤ、情報通信技

術を活用した交通の効率化などもグリーンモビリティを実現する

ための方策として考えられます。 

グローバル化 
経済活動や人の移動が国境などを超えて活発化することを言いま

す。 

経済センサス 

総務省・経済産業省が実施し、事業所・企業の活動状態を明らか

にするための調査で、各種行政施策や学術研究の基礎資料として

の利活用と、事業者が経営の参考資料として活用することを目指

しています。 

後期高齢者 75 歳以上の高齢者のことを言います。 

高速乗合バス 

乗合バス事業者が乗客を集め運行も行うバス輸送形態のことを言

います。これに対し、旅行業者が乗客を集め、貸切バス事業者が

運行を行うバス輸送形態のことを「高速ツアーバス」と言います。

なお、高速ツアーバスの安全性等の問題から、これらを一本化し

た新たな高速乗合バスへと移行することとなりました。 

交通結節点 

異なる交通手段や複数の路線を相互に連絡する乗り換え・乗り継

ぎ施設、つまり、鉄道駅、バスターミナルなどのことを言い、自

由通路や駅前広場などの施設も含みます。 

交通結節点の 

シームレス化 

鉄道駅などの乗り換えで、階段や段差などによって遮断されるこ

となく移動できるように改善することや、IC カード等により乗り

継ぎを便利にすることでシーム（つなぎ目、縫い目）を無くすと

いうことから、この言葉が使われています。 

交通システム 
立川都市圏や日常生活の圏域で行われる人々の活動を支える交通

体系の全体を指します。 
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交通需要 

マネジメント 

混雑解消のため、道路整備などハード面の対策ではなく、自動車

から鉄道・バスへの利用転換や、会社の始業時間の変更による交

通需要の平準化、物流の共同配送化など、主にソフト面での対策

により混雑解消しようとする取り組みのことです。 

コミュニティ 

ゾーン 

歩行者の通行を優先すべき住宅地などで、通過交通の排除や車の

速度を落とすための対策を講じるなど、安全性・快適性の向上方

策を実施する地区のことです。 

コミュニティ 

バス 

既存のバスでは歩行が困難な狭い道路や、交通不便地域などに対

し、小型車両を使用しバス停間隔を短くするなど、きめ細かなサ

ービス提供を行うとともに、高齢者等の移動手段の確保、中心市

街地の活性化、公共交通中心のまちづくりなどの目的を持って運

行されるバスのことです。 

コミュニティ・ 

ビジネス 

地域資源を活かしながら、地域課題の解決を「ビジネス」の手法

で取り組むもので、地域の人材やノウハウ、施設、資金を活用す

ることにより、地域における新たな創業や雇用の創出、働きがい、

生きがいを生み出し、地域コミュニティの活性化に寄与するもの

です。 

 さ行 

再生可能エネル

ギー 

石油や石炭など限りある資源でエネルギーを得るのではなく、太

陽光、水力、風力、バイオマス、地熱など、一度利用しても再度

利用することが可能な資源によるエネルギーのことを言います。 

サイン 

行き先案内等の表示のことで、交通分野においては、見やすさ、

わかりやすさ、適切な位置での表示、外国人なども含め誰もが理

解できるなどの視点で表示方法や内容が検討されています。 

サテライトオフ

ィス 

企業等の本社とは別に、主に郊外など自宅に近い位置に立地した

オフィスのことで、本社などと同等に働くことができるよう、情

報通信設備が整えられています。 

社会資本ストッ

ク 

道路や鉄道、港、水道など、生活や経済活動に必要な施設の整備

量を社会資本ストックと言います。 

就業率 
15 歳以上の総人口のうち、働いている人（就業者）の割合のこと

です。 

小ゾーン 

昭和 43 年から 10 年毎に実施されている東京都市圏の大規模な交

通実態調査（パーソントリップ調査）において、調査結果を集計

する際に用いられる地域区分のことをゾーンと呼びます。ゾーン

にはいくつかのレベルがあり、小ゾーンは、例えば立川市では９

つのゾーンに区分されています。 

ショールーミン

グ 

商品を購入する際、実際の店舗で商品を確かめた後、購入はオン

ラインショップで行うことを言います。 

ＧＤＰ 

国内総生産。国内で１年間に新しく生みだされた生産物やサービ

スの金額の総和のことです。ＧＤＰは国の経済力の目安に用いら

れます。 
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ストックマネジ

メント 

既存の施設を有効に活用し、長寿命化を図るための体系的な手法

のことを言います。単純に、古くなったという理由から施設を解

体して新築（改築）を繰り返すのではなく、施設の需要や老朽度

の判定、改修時の費用対効果等を総合的に判断した上で、解体、

用途変更、改修、改築など、その施設にとってどれがよりよい方

法なのか判断することがストックマネジメントのポイントです。 

スマートフォン 

「賢い携帯端末」と訳され、通話やメールなどこれまでの携帯電

話の機能のほか、パソコンや携帯情報端末の機能が組み合わされ

たものです。日本では「スマホ」などと呼ばれています。 

生産年齢人口、 

労働力人口 

生産活動の中核を担う 15 歳から 64 歳までの階層の人口を指しま

す。労働力人口は、生産年齢人口のうち学生や主婦などを除いた

人口で、就業者と失業者の合計からなります。 

前期高齢者 65 歳から 74 歳までの高齢者のことを言います。 

全目的 

パーソントリップ調査において、移動目的を「通勤」、「通学」、「帰

宅」、「私事」、「その他私事」、「業務」、「勤務・業務」の７種類と

した場合の、全ての目的の合計を意味します。 

ＳＯＨＯ 

スモールオフィス・ホームオフィスの略で、会社と郊外の小規模

事務所や自宅をコンピューターネットワークで結んで仕事をする

ことを言います。 

 た行 

滞留人口 
ある特定の時刻に、ある地域・場所にいる人口のことで、一般的

に、オフィス街であれば平日の昼間時に滞留人口が多くなります。 

立川断層 

（立川断層帯） 

立川断層帯は地震の発生原因となる活断層帯で、関東山地東部（埼

玉県入間郡名栗村）から東京都青梅市、立川市を経て武蔵野台地

西部（府中市）に至る約 33km に分布し、名栗断層と立川断層から

構成されています。 

タブレット型端

末 

液晶画面にタッチパネルを搭載し、これを指で操作するコンピュ

ータのことを言い、小型軽量で持ち運び可能であることが特徴で

す。 

多摩オンリーワ

ン 

立川基地跡地関連地区地区計画の計画区域のＡ３地区に、多摩の

オンリーワンといえる文化・交流機能等を中心とする多様な機能

が集積する地区形成を図ることを言います。 

大都市交通セン

サス 

国土交通省が中心となり、首都圏、中京圏、近畿圏において、鉄

道、バス等の公共輸送機関の利用実態を把握する調査のことで、

５年ごとに実施され、三大都市圏における公共交通政策の検討に

資する基礎資料を提供することを目的としています。 

地域拠点 

日々の暮らしに必要な買い物や通院などの活動の足場となる地点

のことで、本マスタープランでは国立駅周辺、昭島駅周辺、玉川

上水駅・東大和市駅周辺、若葉町地域等を指します。（→｢拠点｣も

参照） 

昼間人口 

「夜間人口（＝居住人口）」に対する用語として、主に日中にその

地域に滞在している人口のことを言い、「夜間人口－その地域から

他地域へ通勤・通学している人口＋他地域からその地域へ通勤・

通学してきている人口」によって求められます。 
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低炭素社会 

地球温暖化を防ぐため、化石燃料から自然エネルギーを利用する

など、二酸化炭素やメタンなど温暖化ガスをできるだけ排出しな

い社会像のことを言います。 

テレワーカー 

情報通信技術を活用し、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方

のことをテレワークと言い、このような働き方をする人をテレワ

ーカーと言います。テレワークは働く場所によって、自宅利用型

テレワーク(在宅勤務)、モバイルワーク、施設利用型テレワーク

(サテライトオフィス勤務など)の 3つに分けられます。 

デマンド型タク

シー 

自宅などから目的地まで希望の時間帯に利用できるタクシーが持

つ利便性と、乗合、低料金というバスが持つ特徴の双方を兼ね備

えた公共交通サービスのことを言います。 

道路空間再配分 

既存の道路において、歩道の拡幅や自転車道の設置のために車道

や停車帯を縮小するなど、道路空間の割り振りを見直すことを言

います。 

道路交通センサ

ス 

国土交通省が、概ね５年毎に全国一斉に自動車の利用実態や道路

現状を把握する調査で、将来における道路交通計画を策定するた

めの基礎資料を得ることを目的に実施しています。 

 な行 

ネットショッピ

ング 

インターネット上で行う通信販売のことで、自宅などに居ながら

商品を購入できます。これまでもカタログを見て電話やはがきで

購入する通信販売がありましたが、インターネット上に商品を掲

載することで、最新の商品をすぐに見ることができるほか、いつ

でも注文することができます。 

 は行 

ハード、ソフト 

交通分野におけるハードとは、道路や鉄道の構造物など、自動車

や列車が走行するための施設のことで、ソフトとは、信号制御や

乗車案内など、運用や利用者の使いやすさを図るための施策のこ

とです。 

ハイブリッド車 

複数の動力源を組み合わせて使用する自動車のことで、ガソリン

エンジンと蓄電池の組み合わせが代表的なタイプです。燃費性能

が良く、排出ガスが少ないことから環境にやさしい自動車です。 

パートナーシッ

プ 

複数の個人や法人が共同で事業を営む関係のこと。「協力関係」「共

同」「提携」とも訳されます。 

バスターミナル 
多くのバス路線が発着する大きなバス停のことで、主に主要な鉄

道駅の駅前などに見られます。 

バリアフリー 

主に障がい者や高齢者など移動が困難な人にとって障害となる階

段や段差などのバリアを取り除くことやそのための施設のことを

言います。施設としては、エレベーターやエスカレーター、緩い

傾斜の通路（スロープ）などがあります。 

Ｐ＆Ｒ、Ｃ＆Ｒ 

Ｐ＆Ｒ（パークアンドライド）は、車で目的地へ向かっていた行

動を、自宅などから最寄りの駅までは車で行き、そこで乗り換え

て鉄道で都心に向かい、都心や都心までの道路の混雑緩和を図ろ

うとする施策のことです。 
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駅まで自転車（サイクル）で行く場合は、Ｃ＆Ｒ（サイクルアン

ドライド）と言います。 

ビジョン 

将来像のことを言い、自治体の計画・構想においては、将来の目

標とする時点において、目指すイメージを広く市民等に示したも

のです。 

フィルムコミッ

ション 

映画などの撮影場所の誘致をはじめ、撮影のための支援を行う機

関のことを言います。地方自治体や観光協会などが担当している

場合が多くなっています。 

(自動車)分担率 
交通行動において、交通機関別の利用割合を分担率と呼び、自動

車を利用した割合は、自動車分担率となります。 

ペデストリアン 

デッキ 

 

駅前広場などにおいて、交通安全の確保、車の流れの円滑化のた

め、車と人の交通を分離するため、また、駅改札口とバス乗り場

や周辺の建物との間の移動の円滑化のために設けられたデッキ

（人工地盤）のことを言います。通常、地上部分にバス、タクシ

ー、自家用車が通行し、人工地盤部分を人が通行します。 

ボトルネック 道路網などにおいて、ビンの首の部分のように狭くなっていて、

交通が滞り渋滞の原因となる箇所のことを言います。 

 ま行 

マネジメント 経営、管理のことで、目標、目的を達成するために情報を収集し、

必要な要素を分析し、成功するための方策を講じることを言いま

す。 

モビリティ 動きやすさ、移動性などの概念のほか、移動するための手段（乗

り物）を指します。 

 や行 

夜間人口 その地域に居住している人口のことを言い、逆にその地域に働き

に来ている人などからなる昼間人口に対して用いられる用語で

す。 

ユニバーサルデ

ザイン 

年齢や性別、身体的特徴、国籍などの違いに関係なく、誰もが使

いこなすことのできることを念頭に置いてデザインされた製品や

施設などのことを言います。交通分野におけるバリアフリーが、

主に障がい者や高齢者など移動困難者を念頭に置いたものである

ことに対し、ユニバーサルデザインはすべての人が使うことを念

頭に置いて作られたものです。 

ユニバーサルデ

ザインタクシー 

足腰の弱い高齢者や、車いす利用者、妊娠中の女性などをはじめ、

誰もが利用しやすい新しいタクシー車両のことを言い、乗り降り

しやすく設計されていることや、他のタクシーと識別しやすいデ

ザインとすることなどが特徴です。 

 ら行 

ライフスタイル 人々の生活や生き方における、価値観や人生観、生活様式、行動

様式のことを言います。 

ワークライフバ

ランス 

「仕事と生活の調和」と呼ばれ、一人一人が生き生きと働き、家

庭や地域社会でも充実した時間を持て、さらにそれが充実した仕

事に活かされることをめざした考え方や取り組みのことを言いま

す。 
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